
 

 

第４号様式（第１０条関係） 

 平成 31 年 3 月 29 日 

新 宿 区 長  宛て 

団 体 名 ミマモ cafe 

所 在 地 東京都新宿区北山伏 2-17「ゆったり～の」 

共同事務所内 

（フリガナ）     シモダイ ヒロミ 

代表者氏名  代表理事 下台 裕美  

 

新宿区協働推進基金助成金事業実績報告書 

 

新宿区協働推進基金条例施行規則第 10 条の規定により、下記のとおり報告します。 

 

記 

１ 収支計算額 

          収 入           693844  円 

          （内助成金）        432000  円 

          支 出           693844  円 

２ 助成事業 

事 業 名 

 

みんなで見守る子育てひろば事業 

実施の日時又は期間 

 

平成３０年４月から平成３１年３月 

（助成事業対象期間は平成３０年６月から） 

対象者の範囲及び人数 
未就学児と保護者 ひろば利用者 335 組（助成対象期間は 299 組） 

         講座参加者  ４５組 

事 業 内 容 

子育て中に特に孤独を感じやすいまだ集団保育に入る前の０～２歳の

親子を対象に、利用者がお互い子どもを見守りあいほっと一息つける

居場所の実地。 

ママがリフレッシュできる講座や仲間つくりのきっかけになる講座な

どの開催。 

具 体 的 な 活 動 状 況 

ひろばの開催 

週２回（水曜・金曜）10：00～13：00 まで、河田町コンフォガーデン

２号棟キッズルームにて開催。 

６月より、ひろば内で講座の開催 

６月２７日㈬11：00～12：00「集団保育に入る前に」 

講師：三浦まゆみ（元幼稚園教諭）参加者５人 

８月３１日㈮11：00～12：00「卒乳と離乳食について」 

講師：平尾時枝（助産師） 参加者５人 

 

９月 ７日㈮10：30～11：30「子育てモヤモヤ講座」  

講師：近藤牧子（早稲田大学非常勤講師）参加者７人 

１０月２４日㈬11：00～12：00「子供の食事とアレルギー」 



 

講師：西村玲奈（管理栄養士） 参加者 3人 

 ２月２７日㈬11：00～12：00「アンコール講座 集団保育に入る前に」 

講師：三浦まゆみ（元幼稚園教諭）参加者８人 

出張ひろばの開催 

 ７月２６日㈭10：00～13：00 法正寺（新宿区岩戸町 8） 

「ママにご褒美マッサージ」講師：房常章子（セラピスト）             

参加者６人 

１１月１１日㈰15：00～16：30 大龍寺（新宿区原町２丁目６２番地）  

「子もり坐禅会」講師：太田賢考（大龍寺住職）  参加者３人 

１２月１８日㈫10：00～13：00 法正寺 

「アンコール講座 ママにご褒美マッサージ」講師：房常章子（セラピスト） 

                        参加者５人 

 １月２２日㈫10：00～11：00 四谷保健センター集会室 B 

「子供の歯のお悩み講座」講師：龍 晴美（歯科医師） 

               参加者３人 

出張ひろばの開催が講師や開催場所との日程の都合などの調整がうま

くいかず、４回となってしまったが、参加者見込み数の近しい数に達

することができた。 

事 業 の 成 果 

ひろば開催については、お盆の時期に利用者が少ない等、時期により

差はあったが利用者アンケート結果においても満足度は高く、利用者

からも「子どもが楽しく遊んでもらっていて安心する」「アットホーム

な雰囲気で、みんなでみんなの子を見守るのがよい」「母親にとっては

息抜きになる」などの声もあったことから、ほっと一息つける居場所

の提供が十分でき、ママたちの孤独やストレスを減少させることがで

きたと考える。講座開催時は特に利用者も増え、同じテーマを共有す

ることにより仲間つくりも自然とうながせた。 

出張ひろばについては、ミマモ cafe に来たことのない人の参加も多く

ひろばの周知につながった。通常開催している場所を離れることによ

って、より多くの地域の親子に、居場所の提供をすることができた。 

また、当初はミマモ cafe 周辺に在住する利用者が多かったが、最終的

に何駅も離れたエリアの方に来ていただくようになるなど、徐々にで

はあるが、広報の手応えを感じた。ママ同士の口コミだけではなく、

HP・チラシでミマモ cafe を知った方が約３割を占めるようになり、知

り合いのいないママへも必要な情報を届けることができるようになっ

た。 

今回助成事業として実地したことにより、区内子育て支援施設へのチ

ラシの配架や HPの作成を行うことが出来、新規の利用者の増加につな

がっただけでなく、地域の方からボランティアの問い合わせもあり地

域とのつながりの広がりにも可能性を感じることができた。 

 



実施要領 第５号様式 

一般事業収支決算書 

支

出

区

分 

費 目 決算額 内  訳 

事

業

費 

①使用料及び賃借料 
 

48900円 

河田町コンフォガーデン２号棟キッズルーム 

３６０円/1H×3.5H×３８回＝47880 円＊開催日数４２回分無償 

３０分延長分１８０円 

講座別室使用 ３６０円/1H×1.5H×１回＝５４０円（９/７講座分） 

          ３００円（四谷保健センター）（1/22 講座分） 

②印刷製本費 29170円 
チラシ A4 1000 部３５３０円、ポスターA2 １０部 １２３５０円 

講座チラシ９回分各 100 部 １３２９０円 

③消耗品費 27754円 

紙コップ 2808 円（26 個）、ゴミ袋 15 個 1620 円、 

箱ティッシュ８個１８８０円、消毒スプレー６３４０円（おもちゃ用３個２

４６０円、手指用４個１６５２円、アルコールスプレー本体２個５４８

円、詰替え４個１６８０円） 

文房具 8100 円、その他 7006 円 

 

④委託費 97200円 ホームページ作成代 54000 円、月額費用１０か月分 43200 円 

⑤講師謝礼 90000円 
１００００円×９回＝90000 円（ミマモ café５回、出張４回） 

内、１０２１円×6 回＝６１２６円は源泉徴収 

⑥その他謝礼 187000円 
ボランティア謝礼 1000 円×２人×80 回＝160000 円 

講座ボランティア謝礼 1000 円×３人×9 回＝27000 円 

⑦交通費 0円  

⑧保険料 3000円 新宿区社会福祉協議会ボランティア保険 

⑨その他諸経費 0円  

⑩人件費 120000円 
事務作業費 10000 円（年間）×４人＝40000 円 

ひろば運営 1000 円（AM・PM従事）×１人×８０回＝80000 円 

事業費（①から⑩の合計） 603024円  

⑪ファンドレイジングに関

する経費 
円  

助成対象経費 

（事業費＋⑪） 
603024円 

 

余剰金（Ａ） 30000円  

助成対象外経費 60820円 

４・５月キッズルーム使用料３６０円×3.5H×７日＝８８２０円 

４・５月ママボランティア謝礼 1000 円×２人×１６回＝32000 円 

ひろば利用者へのお茶代 20000 円 

事 業 総 額 693844円 

収

入

区

分 

内 容 決算額 内 訳 

①事業収入 

（参加費、資料代等） 
123000円 

ひろば利用料３００円×335 組＝100500 円 

講座参加費 500 円×45 組＝22500 円 

 

 



②その他の収入 50000円 NPO法人ゆったり～の寄付金 

③助成金交付額 432000円  

④団体負担金 88844円  

収 入 総 額 693844 円 

余 剰 金 （ Ｂ ） 0円 

 
 

返 還 金 30000円 

 



実施要領 第６号様式 

 

一般事業自己評価表 

※事業実施における成果や実施にあたっての課題を記載してください。 

評価のポイント 自己評価 

事業計画及びスケジュールに沿って事業を

実施できたか。 

概ね順調だったが、講師の都合とスタッフとの都

合が折り合わず、３月に第五回出張ひろばのみ開

催することができなかった。依頼する講師との綿

密な連絡や、場合によっては代行の講師を立てる

必要性を感じた。 

実施にあたって、必要な人員体制がとられ

たか。安全確保がなされたか。 

通常のひろば・出張ひろばともに必要な人員を確

保することができた。しかしながら、出張ひろば

の場所は、扉の挟み込み防止がないことや暖房器

具の周りに柵がないなど、乳幼児用の安全対策が

なされておらず、ヒヤリとすることも。出張ひろ

ばの場所は、事前によく確認の上で安全を確保し

たい。 

事業を通じて、多くの区民の社会貢献活動

の啓発に役立つものとなったか。 

広報活動により、子育て中のママたち自身で運営

しているということを知ってもらい、ボランティ

アの問い合わせも多数あったなか、新しくシニア

ボランティア１名、学生（中・高・大）ボランテ

ィアは延２０名の参加があった。１度だけでなく

何度も参加してくれる方もいて、社会貢献活動の

場を提供することができた。 

また出張ひろばでは地域団体の方にも協力しても

らい、子育て世代に対する高い意識が感じられた 

地域課題や社会的課題に対してどのような

成果や効果があったか。今後、見込まれる

効果はどのようなものか。 

出張ひろばを開催することで、これまで参加がむ

ずかしかった遠方の方に利用してもらい、また広

報活動を通して、はじめての利用者の方が増えた。

アンケートでは「いつ来ても、誰かしら知ってる

方がいて、自分のこどもの成長を喜んでもらえる

のがいい」「講座など多方面から実施していて、子

育てのしやすさにつながっている」という声が寄

せられた。 

このようなことからも、地域課題・社会的課題で

ある子育て中の孤独感、ストレスの解消、さらに

は子育ての負担の軽減につながったと考えられる 

団体の先駆性や専門性を活かすことができ

たか。 

子育て中のママたちが運営していることで悩みが

共有でき、また少人数制の座談会方式での講座に

することでアットホームな安心した場の提供がで

きた。新宿区おもちゃ美術館推奨の木のおもちゃ

もとても好評だった。東京製菓学校からのお菓子

の提供により利用者が学校の存在をしり文化祭に

遊びに行くなど地域のつながりもあった。 



 

経費見積りは適正だったか。 

スタッフの確保と利用者の予想数を考慮し、お正

月・お盆の休みの日を増やす決断をした為ひろば

事業の開催回数が減り、予定していたものと異な

った。前年度中に年間予定の見通しを立て、どれ

だけそれに沿って活動していけるかを見極めなけ

ればならない 

（今回の事業を次年度以降も継続していく

場合）継続性や発展性が期待できるものと

なったか。資金確保に努めたか。 

専門家による講座や出張ひろばを通して、新規利

用者が増加した。また助成金だけではなく、「よみ

うり子育て応援大賞」にも応募。賞をいただいた

ことで、資金面のみではなく、ボランティアの問

い合わせ等が増え、人材確保にもつながった。 

事業の実施にあたって、課題や問題点はあ

ったか。どのような対策が考えられるか。 

日程や安全対策の面で、出張ひろばの場所の確保

が難しく、またひろば開催地近辺以外での当団体

の認知がまだまだ低いと感じた。HP やチラシはも

ちろんのこと、その地域のイベントに出展するこ

とで周知を図り、地域住人および団体との連携を

していきたい 



 

その他 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

        別紙参照                                                                  

＊参加者アンケートの結果を報告してください。  

＊事業の成果物(冊子等)、事業の開催時の写真等提出できるものがあ

る場合は、添付してください。   


































	01_事業実績報告書-2
	02_収支決算書 （修正）
	04_自己評価表
	アンケート報告書（修正）

